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大型ごみを活用したリユース事業について 

 
 
１．フリーマーケットアプリを活用したリユースの手法について 

 
 
 
 
 
 
 
① 過去の大型ごみリユースの取り組み 

 
   平成 27 年度及び平成 28 年度に、市民から排出される大型ごみのうち、再使用可能

な家具（タンス類、テーブル類、ベッド類、机類、椅子類）やベビー用品類について、

市民にリユースすることを事前に了解を得たうえで、市川市清掃公社へ収集運搬を委

託し、リユース事業を行っていた。 
 
   しかしながら、平成 27 年度は委託料 340 万円に対して販売価格が約 80 万円、平成

28 年度は委託料約 320 万円に対して販売価格が約 40 万円と、費用対効果が低かった

ことなどから、2 年間で事業終了となった。 
 
② フリーマーケットアプリを介したリユース策について 

 
次に、本市がフリーマーケットアプリを活用し、個人間のリユースの橋渡しをする

事業を行うことについては、民間同士の取引に市が入ることで、商品のクオリティ等

に対するトラブルが予想され、安定的に運営するには課題が多い。 
 
すでに、民間ではアプリを利用したフリーマーケットやインターネットオークショ

ンなどが活発に行われていることからも、大型ごみとして廃棄する前に、リユース可

能かどうかを考えていただくことや、市民に対してアプリの活用を促すなどの啓発を

していくことが効果的であると考えられる。 
  
 
 
 

資料６ 

【審議会での提案】 
 市民が排出する大型ごみのうち、まだ使用可能なものについて、フリーマー

ケットアプリを活用して、市が販売することで、リユースの促進と歳入増につ

なげることはできないか。 
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２．大型ごみリユースに関する他市の取り組みについて 

 
① 千葉県松戸市 

 

   松戸市では、粗大ごみ処理券にリサイクルする可能性があることを明記しており、

市民が自己搬入した粗大ごみや市で収集した粗大ごみ等の中から使えそうなものを、

障害者就労施設で修理・清掃して販売することで、ごみの減量と施設利用者の工費向

上につなげたいと考え、市内の障害者就労施設から公募した「まつかぜの会」と「松

里福祉会」と連携して、粗大ごみリユース実証事業に取り組んでいる。 

 

この事業では、両法人が運営する就労継続支援事業所が、松戸市から粗大ごみ等を

譲り受け、施設利用者が修理・清掃・販売する仕組みとなっている。 

 

平成 30 年 11 月からイベントやフリーマーケットでリユース品を販売し、好評を得

ていることから、令和元年 5月 30日には「まつかぜの会」が常設店「リユース工房 み

らいず」をオープンすることとなった。 

 

市内の家庭から出された粗大ごみの中には使えるものがあり、この取り組みによっ

てごみの減量とともに、その売り上げが障害者福祉施設利用者の工費向上と障害者の

社会参加促進につながっている。 

 

                           

障害者就労施設 

市 民  【リユース品販売】 

 

【イベント販売】  【常設店販売】 

 

 

【粗大ごみ排出】 

 

 

処理施設 

 

【清掃・補修】 

 

 

【リユース品選別】 

 

※ 出典：松戸市公式ウェブサイト 
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② 神奈川県秦野市 
 

秦野市では、市とリユース事業者が連携し、使用済製品等のリユースを進める環境 
省モデル事業に応募し、平成 23 年度から取り組んでいる。 

 
市民が自己搬入した家具などの粗大ごみのうち、リユース同意確認済のものを市が 

選別・保管しておき、登録しているリユース業者が、リユース品として売買できるも 
のを市から購入し、リユース業者のノウハウや販売ルートを活用し販売を行うもので

ある。 
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※出典：リデュース・リユース取組事例集（環境省）平成 28 年 3 月発行 
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③ 東京都町田市 
 

町田市では、市が収集した粗大ごみのうち、ごみ処理券のチェック項目でリユース 
  の同意を得られたもののうち、再生可能な家具類等を、一般財団法人であるまちだエ 

コライフ推進公社が修理・再生して販売する事業である。 
 

また、製品の修理・販売を町田市シルバー人材センターと連携して行うことで、知 
見豊富な人材の有効活用にも貢献している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※出典：リデュース・リユース取組事例集（環境省）平成 28 年 3 月発行 


